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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月6日(2007.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固形投薬形態であって、以下：
　（ａ）酸に感受性である薬学的に活性な成分、酸に感受性である賦形剤、またはその両
方を含有する、コア；
　（ｂ）該コア上のサブコーティングであって、酸性官能基と反応する物質を含有する、
サブコーティング；および
　（ｃ）該サブコーティングを覆う、酸性官能基含有腸溶コーティング、
を含む、固形投薬形態。
【請求項２】
　固形投薬形態であって、以下：
　（ａ）酸に感受性である薬学的に活性な成分を含有するコアであって、該成分は、アミ
ノ基を有する、コア；
　（ｂ）該コア上のサブコーティングであって、α－アミノ酸を含有する、サブコーティ
ング；および
　（ｃ）該サブコーティングを覆う腸溶コーティング内の、酸性官能基含有成分、
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を含む、固形投薬形態。
【請求項３】
　固形投薬形態であって、以下：
　（ａ）酸に感受性である薬学的に活性な成分を含有するコアであって、該成分は、アミ
ノ基を有する、コア；
　（ｂ）該コア上のサブコーティングであって、グリシンを含有する、サブコーティング
；および
　（ｃ）該サブコーティングを覆う腸溶コーティングであって、酸性官能基含有成分を含
有する、腸溶コーティング、
を含む、固形投薬形態。
【請求項４】
　前記薬学的に活性な成分が、アミノ基を有する、請求項１に記載の固形投薬形態。
【請求項５】
　前記酸性官能基と反応する物質が、アミノ酸を含む、請求項１に記載の固形投薬形態。
【請求項６】
　前記酸性官能基と反応する物質が、α－アミノ酸を含む、請求項１に記載の固形投薬形
態。
【請求項７】
　前記酸性官能基と反応する物質が、グリシン、アラニン、バリン、ロイシン、イソロイ
シン、セリン、スレオニン、メチオニン、システイン、アスパラギン酸、アスパラギン、
グルタミン酸、グルタミン、アルギニン、リジン、ヒスチジン、フェニルアラニン、チロ
シン、トリプトファン、およびプロリンから選択される、請求項１または２に記載の固形
投薬形態。
【請求項８】
　前記酸性官能基と反応する物質が、前記投薬形態の重量の約０．１％～約１２％を占め
る、請求項１または２に記載の固形投薬形態。
【請求項９】
　前記酸性官能基と反応する物質が、前記投薬形態の重量の約０．５％～約９％を占める
、請求項１または２に記載の固形投薬形態。
【請求項１０】
　前記酸性官能基と反応する物質が、前記投薬形態の重量の約０．７％～約７％を占める
、請求項１または２に記載の固形投薬形態。
【請求項１１】
　前記酸に感受性である薬学的に活性な成分が、抗ヒスタミン薬、抗感染薬、アドレナリ
ン作用性アンタゴニスト、またはキサンチンを含む、請求項４に記載の固形投薬形態。
【請求項１２】
　前記酸に感受性である薬学的に活性な成分が、抗うつ薬を含む、請求項３または４に記
載の固形投薬形態。
【請求項１３】
　前記酸に感受性である薬学的に活性な成分が、ベンゾイミダゾールプロトンポンプイン
ヒビターを含む、請求項３または４に記載の固形投薬形態。
【請求項１４】
　前記アミノ酸と前記酸性官能基含有成分との反応生成物が、水溶性である、請求項２に
記載の固形投薬形態。
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